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はじめに 

 
 

平成 25 年度の環境科学院の年次報告書を発行致します。 

平成 25年 9月に気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第５次評価報告書第１作業部会報告書(自然科

学的根拠)が公表され，さらに，翌年には第 2 作業部会の報告書(影響・適応・脆弱性)，第３作業部会

の報告書(気候変動の緩和)が公表されました。人間活動が 20 世紀半ば以降に観測された温暖化の主な

要因であった可能性が極めて高い，また，気候変動の影響の証拠は自然生態系に最も強くかつ包括的

に現れていると述べられています。気候変化とその影響は今後解決しなければならない大きな課題で

すが，それ以外にも越境汚染の問題，汚染物質の除去や自然環境の修復，さらには，経済のグローバ

ル化に伴う大競争時代の中での環境負荷を抑えた開発など，環境科学が扱うべき課題は山積みです。 

本学院は，そのような環境科学の種々の側面，基礎的事項から応用・実践までの広い範囲の教育を行

い，環境科学およびその基礎に関する学識ならびに応用力を備えた有為な人材を学界，産業界，教育

界などに排出し，環境問題の解決に資することを目的としていますが，少子化や経済的状況が学部を

有しない独立大学院である本学院には大きく影響し，ここ何年か，受験生の数が十分とは言えない 

専攻もあります。それ故，教育の質の向上は当然ですが，それとともに学生のニーズも踏まえた対策

も必要であろうと考えています。 

 

前回の大規模な改組である環境科学院と地球環境科学研究院の設置から９年，学院内のコース再編か

らも３年が経過し，さらに，第２期中期目標期間の終わりも近づいた本年度には，外部委員による点

検評価も計画中です。この報告書も，これまで提出した報告書とともに，現状を踏まえ，将来を考え

るための資料と致します。 

 

                       北海道大学大学院環境科学院長  久保川 厚 
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１ 沿革

大学院環境科学研究科

1977（昭和 52 年） 4 月 1 日 大学院環境科学研究科が設置される

4 月 1 日 環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程，環境保全

学専攻修士課程が設置される

4 月 1 日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される

4 月 1 日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される

1979（昭和 54 年） 4 月 1 日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される

1980（昭和 55 年） 3 月 10 日 管理棟・研究棟（現在の A 棟）・実験棟（6,898 ㎡）竣工 
1987（昭和 62 年） 10 月 17 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念式典・祝賀会を開催

1988（昭和 63 年） 2 月 20 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念公開シンポジウムを開催 

大学院地球環境科学研究科

1993（平成 5 年） 4 月 1 日 大学院地球環境科学研究科が設置される

4 月 1 日 地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期

課程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される

7 月 14 日 アメリカ合衆国・イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結

1994（平成 6 年） 4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される

1995（平成 7 年） 3 月 16 日 インドネシア共和国・パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結

1996（平成 8 年） 2 月 9 日 イギリス・ノッチンガム大学と部局間交流協定を締結（～2002（平成 14 年）2 月 6 日） 

4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される

12 月 2 日 研究棟（現在の B 棟）（第一期 4,580 ㎡）竣工 
1997（平成 9 年） 10 月 17 日 ネパール連邦民主共和国・トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結

11 月 17 日 中華人民共和国・蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結

1998（平成 10 年） 1 月 16 日 マレーシア・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結（～ 2003（平成 15 年）1
月 15 日） 

2000（平成 12 年） 3 月 27 日 研究棟（現在の C 棟）（第二期 5,282 ㎡）竣工 

2003（平成 15 年） 9 月 29 日 大学院地球環境科学研究科創立 10 周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

大学院環境科学院

2005（平成 17 年） 4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院が設置される

4 月 1 日 統合環境科学部門，地球圏科学部門，環境生物科学部門，物質機能科学部門が設置される

4 月 1 日 大学院環境科学院が設置される

4 月 1 日 
環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課程，博士後期課

程），生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻（修士課程，　　

博士後期課程）が設置される

2006（平成 18 年） 8 月 26 日 インドネシア共和国・パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結

2007（平成 19 年） 6 月 13 日 スイス連邦・スイス連邦工科大学チューリッヒ校と大学間交流協定を締結

2009（平成 21 年） 12 月 24 日 講義棟（614 ㎡）竣工

2010（平成 22 年） 9 月 2 日 中華民国・国立成功大学と部局間交流協定を締結

10 月 24 日 ネパール連邦民主共和国・トリブバン大学と大学間交流協定を締結

10 月 29 日 中華人民共和国・東南大学と大学間交流協定を締結
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２ 教員組織 

 
学院長 嶋津 克明 
副学院長 久保川 厚 
副学院長 田中 俊逸 
学院長補佐 大原 雅 

 
25.4.1現在 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境起学専攻 
 

専攻長 
田中 教幸 

人間・生態 
システム 

高田 壯則 
露崎 史朗 
渡邉 悌二 
荒井 眞一 

藤井 賢彦 
石川  守 
白岩 孝行 
佐竹 暁子 
佐藤 友徳 
根岸淳二郎 

 澤柿 教伸 
 

 

環境適応科学 
古月 文志 新岡  正 

豊田 和弘 
沖野 龍文 

 藏崎 正明  

実践環境科学 山中 康裕     

国際環境保全 
田中 俊逸 
田中 教幸 

    

地球圏科学 
専攻 

 
専攻長 

長谷部文雄 

大気海洋 
化学・ 

環境変遷学 

杉本 敦子 
吉川 久幸 
河村 公隆 

山本 正伸 
鈴木 光次 
山下 洋平 
西岡  純 
渡辺  豊 
関   宰 

 入野 智久 
亀山 宗彦 
宮﨑 雄三 
島村 道代 

 

雪氷・寒冷圏

科学 

藤吉 康志 
渡辺  力 
グレーベ， 

ラルフ・ギュ

ンター 

 杉山  慎 石井 吉之 
曽根 敏雄 
的場 澄人 
下山  宏 
飯塚 芳徳 

 

大気海洋物理

学・気候力学 

久保川 厚 
長谷部文雄 
谷本 陽一 
大島慶一郎 
江淵 直人 
三寺 史夫 

藤原 正智 
青木  茂 
堀之内 武 
深町  康 

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信 
川島 正行 
松村 義正 
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2011（平成 23 年） 4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4 月 13 日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

12 月 15 日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 
2012（平成 24 年）  5 月 31 日 ドイツ連邦民主共和国・GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel と部局

間交流協定を締結 
6 月 25 日 中華民国・国立東華大学環境科学院と部局間交流協定を締結 

9 月 21 日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

2013（平成25年）  1 月 22 日 アメリカ合衆国・ユタ大学大学院 ナノ研究所と部局間交流協定を締結 
  7 月 29 日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 
2014（平成26年） 2 月 5 日 マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所と部局間交流協定を締結 

3 月 20 日 インドネシア共和国・バンドン工科大学と大学間交流協定を締結 

 
 
１− ２ 歴代研究科長，研究院長・学院長 

 
職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52 年）4 月 1 日～1979（昭和 54 年）3 月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54 年）4 月 1 日～1980（昭和 55 年）3 月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55 年）4 月 1 日～1982（昭和 57 年）3 月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57 年）4 月 1 日～1986（昭和 61 年）3 月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61 年）4 月 1 日～1990（平成 2 年） 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2 年） 4 月 1 日～1992（平成 4 年） 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4 年） 4 月 1 日～1993（平成 5 年） 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 

堀     浩  1993（平成 5 年） 4 月 1 日～1995（平成 7 年） 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7 年） 4 月 1 日～1998（平成 10 年）3 月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10 年）4 月 1 日～2002（平成 14 年）3 月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14 年）4 月 1 日～2005（平成 17 年）3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究院長・ 

大学院環境科学院長 

池 田 元 美  2005（平成 17 年）4 月 1 日～2007（平成 19 年）3 月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19 年）4 月 1 日～2009（平成 21 年）3 月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21 年）4 月 1 日～2011（平成 23 年）3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23 年）4 月 1 日～2013（平成 25 年）9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25 年）10 月 1 日～ 
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南 川 雅 男  2009（平成 21 年）4 月 1 日～2011（平成 23 年）3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23 年）4 月 1 日～2013（平成 25 年）9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25 年）10 月 1 日～ 
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専 攻 コ ー ス 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手 

生物圏科学 
専攻 

 
専攻長 

木村 正人 
 

生態系生物学 

原 登志彦 
福井 学 

隅田 明洋 
笠原 康裕 
落合 正則 

 大舘 智志 
小野 清美 
小島 久弥 
長谷川成明 

 

生態遺伝学 
木村 正人 
大原 雅 

鈴木 仁 
三浦 徹 

  吉田 磨仁 

分子生物学 
森川 正章 奥山英登志

山崎 健一 
 鷲尾 健司 

三輪 京子 
 

植物生態学 甲山 隆司 工藤 岳  久保 拓弥  

動物生態学  野田 隆史  小泉 逸郎  

海洋圏科学 
岸 道郎

門谷 茂 
工藤 勲  上野 洋路  

水圏生物学 

上田 宏 
本村 泰三 
山羽 悦郎 
仲岡 雅裕 
宮下 和士 

宗原 弘幸 
長里千香子 
四ツ倉典滋 

 山本 潤 
三谷 曜子 
傳法 隆 

 

森林圏環境学 

佐藤 冬樹 
日浦 勉 
齊藤 隆 
柴田 英昭 
吉田 俊也 

車 柱榮 
門松 昌彦 
植村 滋 
揚妻 直樹 
高木健太郎 
内海 俊介 

 野村 睦 
中路 達郎 
岸田 治 
中村 誠宏 
福澤加里部 

 

耕地圏科学 
荒木 肇 
山田 敏彦 
秦 寛 

星野洋一郎  平田 聡之 
高橋 誠 

 

環境物質科学

専攻 
 

専攻長 
小西 克明 

生体物質科学 
坂入 信夫 
松田 冬彦 

山田 幸司 
梅澤 大樹 

   

ナノ環境材料 

嶋津 克明 
中村 博 
小西 克明 
八木 一三 

神谷 裕一 
川口 俊一 
廣川 淳 

 中田 耕 
七分 勇勝 

 

光電子科学 
太田 信廣 
中村 貴義 

中林 孝和 
野呂真一郎 

 久保 和也  

環境触媒化学 

大澤 雅俊 
大谷 文章 

叶 深 
ｺﾜﾙｽｶ･ｴﾊﾞ･ｶﾀﾙ

ﾂｨｰﾅ 

 本林 健太 
高瀬 舞 

 

 
※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 
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３ 事務組織 
25.4.1 現在 

 
４．各種委員会 

25.4.1 現在 

研究院長室秘書 倉品 佐千子（事務補佐員） 

環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

事務長 

宮内 政幸 

総 務 山羽 好幸 
佐藤 優子 

千葉 修士 

野崎なつみ 

田原 啓司 
梅原 美佳（事務補佐員） 

教 務 
山下 昌利 

巽 貞信 
伊藤 郁子 金澤 希 

長谷川 峰子（事務補助員） 

津久井 成美（事務補助員） 

会 計 柴野 仁 山田 睦代 小林 由宜 本多 智子（事務補助員） 

図 書 菊池 健二    

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 
科学 

副学院長 
学院長補佐 職指定 事務選出 

委員 事務所掌 備考 

専攻長 
会議 田中 教幸 長谷部文雄 木村 正人 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  総務担当 
申合
せで
明記 

学院人事
委員会 田中 教幸 長谷部文雄 木村 正人 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  総務担当 
内規
で 
明記 

教務 
委員会 白岩 孝行 渡辺 豊 鈴木 仁 坂入 信夫 副学院長 

学院長補佐 学院長   教務担当 
内規
で 
明記 

入学試験 
委員会 田中 教幸 長谷部文雄 木村 正人 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  教務担当 
内規
で 
明記 

点検評価
委員会 田中 教幸 長谷部文雄 木村 正人 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 事務長 総務担当 
内規
で 
明記 

将来計画
委員会 田中 教幸 長谷部文雄 木村 正人 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  総務担当  

安全管理
委員会 田中 教幸 長谷部文雄 木村 正人 小西 克明 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 事務長 
会計係長 会計担当  

広報 
委員会 露崎 史朗 藤原 正智 長谷川成明 川口 俊一     総務担当  

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

露崎 史朗
澤柿 教伸 

入野 智久 
川島 正行 

久保 拓弥 
吉田 麿仁 川口 俊一     総務担当  

学生 
委員会 佐藤 友徳 三寺 史夫 森川 正章 小西 克明 学院長補佐 

全学学
生委員
会委員 

  教務担当 
内規
で 
明記 

留学生 
委員会 根岸淳二郎 杉本 敦子 甲山 隆司 坂入 信夫 副学院長 

学院長補佐 学院長    
内規
で 
明記 

コース 
代表教員 

渡邉 悌二
豊田 和弘 
山中 康裕 
石川 守 

杉本 敦子 
大島慶一郎 
渡辺 力 

福井 学 
鈴木 仁 
森川 正章 
甲山 隆司 
野田 隆史 
門谷 茂 
山羽 悦郎 
齊藤 隆 
山田 敏彦 

松田 冬彦 
八木 一三 
太田 信廣 
大谷 文章 

      

GCOE フォロー

アップ 
元拠点リーダー 
山中 康裕 

特任助教 

島村 道代 
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Ⅱ 学生の受入
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５ 入学試験 
 
 
平成２５年度 
秋季入試：博士後期課程  平成２４年 ８月２７日（月） 
 修士（博士前期）課程 平成２４年 ８月２７日（月） 

２８日（火） 
春季入試：博士後期課程  平成２５年 ２月２８日（木） 

修士（博士前期）課程 平成２５年 ２月２８日（木） 
３月 １日（金） 

入試説明会 第１回  平成２４年 ５月２６日（土） 
２７日（日） 
２９日（火） 

 第２回  平成２４年１０月２８日（日） 
３０日（火） 
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６ 学生定員と現員の推移 
 
６−１．入学定員 
① 博士後期課程 （単位：人） 

専攻 定員数 

環境起学専攻 15 

地球圏科学専攻 14 

生物圏科学専攻 23 

環境物質科学専攻 11 

計 63 

 
② 修士課程（博士前期課程） （単位：人） 

専攻 定員数 

環境起学専攻 44 

地球圏科学専攻 35 

生物圏科学専攻 52 

環境物質科学専攻 28 

計 159 

 
  



− 11 −

 

６−２．入学者数 
① 博士後期課程 （単位：人（％）） 

専攻 平成 25 年度 

環境起学専攻 11（73％） 

地球圏科学専攻 7（50％） 

生物圏科学専攻 18（78％） 

環境物質科学専攻 9（82％） 

計 45（71％） 

 
② 修士課程（博士前期課程） （単位：人（％）） 

専攻 平成 25 年度 

環境起学専攻 23（52％） 

地球圏科学専攻 27（77％） 

生物圏科学専攻 41（79%） 

環境物質科学専攻 39（139％） 

計 130（82％） 

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 

（注２）１０月入学者数を含む。 
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６−３．在籍者数 
① 博士後期課程 （単位：人） 

専攻 在籍者数 

環境起学専攻 48 

地球圏科学専攻 40 

生物圏科学専攻 61 

環境物質科学専攻 32 

計 181 

 
② 修士課程（博士前期課程） （単位：人） 

専攻 在籍者数 

環境起学専攻 55 

地球圏科学専攻 50 

生物圏科学専攻 102 

環境物質科学専攻 75 

計 282 

（注）平成２５年５月１日現在の数 

  



− 13 −

 

７ 留学生数の推移と支援体制 
 
７−１．留学生数（全体） 
① 博士後期課程 （単位：人） 

専攻 留学生数 

環境起学専攻 21 

地球圏科学専攻 14 

生物圏科学専攻 12 

環境物質科学専攻 13 

計 60 

 
② 修士課程（博士前期課程） （単位：人） 

専攻 留学生数 

環境起学専攻 14 

地球圏科学専攻 1 

生物圏科学専攻 5 

環境物質科学専攻 3 

計 23 

（注）平成２５年５月１日現在の数 
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７−２．留学生数（国別） 
（単位：人） 

地域 日本語による 
国名・地域名 

留学生数 

博士後期 修士 

アジア 

インド 3  

インドネシア 8 2 

韓国 4  

シンガポール   

スリランカ   

タイ 3  

台湾 2  

中国 19 17 

ネパール 3  

バングラデシュ 6  

フィリピン 4 1 

ブルネイ 1  

マレーシア   

モンゴル 3 1 

アフリカ 

ガーナ 1  

ナイジェリア 1  

ベナン   

マダガスカル  1 

北米 アメリカ  1 

中南米 
ガイアナ 1  

ブラジル   

ヨーロッパ 

セルビア 1  

ロシア   

計 60 23 

（注）平成２５年５月１日現在の数 
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７−３．留学生の支援体制 
 
（１）留学生支援委員会 

留学生の国費留学生や各種奨学金の応募，私費留学生特待制度（下記）に

関わるプロジェクト公募および候補者の選考，各年度の特待生研究発表

会の開催，および国際パーティーの実施支援を行った。 
 

（２）北海道大学国際本部の私費留学生特待制度による博士後期課程生の支援 
北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間 100 万円

を超える研究補助員経費を負担する私費留学生特待制度により，６名（継

続３名，新規 3 名）の私費留学生を受入れた。環境科学院では，毎年 2 名

相当分（年間 600 万円強）について教員共通経費を充てる制度を設けて

いる。 
 

（３）留学生担当事務補助員１名の配置 
留学生を専任で担当する事務補助員を置き，本学院への入学を検討して

いる他国の学生からの問合せ対応から入学に至る間の支援，入学後の学

位取得に至る間の留学生の学業，生活全般に関わる支援を行った。 
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Ⅲ 教育活動
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８ 専攻・コース編成 
 
環境起学専攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（3 コース） 

大気海洋化学・環境変遷学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

生態系生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
植物生態学コース 
動物生態学コース 
海洋圏科学コース 
水圏生物学コース 
森林圏環境学コース 
耕地圏科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
地球圏科学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※実習・演習は４単位，他は２単位 
・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化

学基礎論 
・ 第四紀環境変動特論 山岳環境科学特論 陸域環境統合システム特論 陸

圏物質循環学特論 古気候変動学特論 大気圏化学特論 化学海洋学特論 

海洋堆積学特論 環境分析化学特論 生物地球科学特論 氷河・氷床学特

論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 応用雪氷学特論 大気環

境科学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気候変動特

論 気候動モデリング特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法特論  

惑星系物質科学特論 雪氷物性学特論 宇宙雪氷学特論 遠隔情報学特論 
・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 

地球圏科学特別講義Ⅳ 
・ 地球圏科学演習Ⅰ 地球圏科学演習Ⅱ 地球圏科学実習Ⅰ 地球圏科学実

習Ⅱ 地球雪氷学実習 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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９ カリキュラム編成 
 
修了要件 
修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の 

要件とする。ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８

単位，選択必修科目から８単位以上を含み，合計３０単位以上を修

得すること。（※環境物質科学実習Ⅰ及び環境物質科学Ⅱの単位

は，修了に必要な単位数に算入することができない。） 
博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること 
 
環境起学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※実習・演習は４単位，他は２単位 
・ 環境科学基礎論 地球環境科学総論 
・ 地球温暖化総論 環境修復学総論 オゾン層破壊・紫外線影響評価総論 

生態系機能学総論 水循環学総論 共生システム創成学総論 
・ 地球温暖化メカニズム特論 地球温暖化物質科学特論 地球温暖化生態学

特論 成層圏オゾン変動特論 対流圏広域汚染特論 保全生態学特論  

環境保全学特論 水資源物理学特論 流域環境学特論 環境修復学特論 

環境修復研究法特論 野外環境学特論 生物資源環境学特論 環境解析学

特論 国際コミュニケーション法特論 
・ 地球温暖化対策特別講義 環境国際関係論特別講義 環境社会学特別講義 
・ 環境解析法演習 国際コミュニケーション法演習 環境保全教育法演習 

統合環境観測法実習 統合環境調査法実習 環境保全教育法実習 統合環

境分析法実習 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 
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・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
地球圏科学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※実習・演習は４単位，他は２単位 
・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化

学基礎論 
・ 第四紀環境変動特論 山岳環境科学特論 陸域環境統合システム特論 陸

圏物質循環学特論 古気候変動学特論 大気圏化学特論 化学海洋学特論 

海洋堆積学特論 環境分析化学特論 生物地球科学特論 氷河・氷床学特

論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 応用雪氷学特論 大気環

境科学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気候変動特

論 気候動モデリング特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法特論  

惑星系物質科学特論 雪氷物性学特論 宇宙雪氷学特論 遠隔情報学特論 
・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 

地球圏科学特別講義Ⅳ 
・ 地球圏科学演習Ⅰ 地球圏科学演習Ⅱ 地球圏科学実習Ⅰ 地球圏科学実

習Ⅱ 地球雪氷学実習 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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９ カリキュラム編成 
 
修了要件 
修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の 

要件とする。ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８

単位，選択必修科目から８単位以上を含み，合計３０単位以上を修

得すること。（※環境物質科学実習Ⅰ及び環境物質科学Ⅱの単位

は，修了に必要な単位数に算入することができない。） 
博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること 
 
環境起学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※実習・演習は４単位，他は２単位 
・ 環境科学基礎論 地球環境科学総論 
・ 地球温暖化総論 環境修復学総論 オゾン層破壊・紫外線影響評価総論 

生態系機能学総論 水循環学総論 共生システム創成学総論 
・ 地球温暖化メカニズム特論 地球温暖化物質科学特論 地球温暖化生態学

特論 成層圏オゾン変動特論 対流圏広域汚染特論 保全生態学特論  

環境保全学特論 水資源物理学特論 流域環境学特論 環境修復学特論 

環境修復研究法特論 野外環境学特論 生物資源環境学特論 環境解析学

特論 国際コミュニケーション法特論 
・ 地球温暖化対策特別講義 環境国際関係論特別講義 環境社会学特別講義 
・ 環境解析法演習 国際コミュニケーション法演習 環境保全教育法演習 

統合環境観測法実習 統合環境調査法実習 環境保全教育法実習 統合環

境分析法実習 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 
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生物圏科学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※実習・演習は４単位，他は２単位 
・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学

基礎論 フィールド科学基礎論 生物生産学基礎論 
・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝

学特論Ⅱ 環境分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特

論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生

物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏

科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅲ

森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 
・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 
・ 生物圏科学実習Ⅰ 生物圏科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
環境物質科学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 
・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ

各２単位 
（選択必修科目）各２単位 
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・ 分子環境学特論Ⅰ 資源分子化学特論 化学物質影響学特論 環境生態化

学特論 環境触媒学特論 分子機能材料特論 ナノ構造制御化学特論  

光分子化学特論 電子材料科学特論 光触媒化学特論 表面機能科学特論 

反応制御化学特論 
（選択科目） ※実習は４単位，他は２単位 
・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 
・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 
・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 
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１０ 公開コースの開催 
 
１０−１ 世界に開かれた低炭素社会形成教育プラットフォームの

構築，持続可能な低炭素社会づくりに向けた教育プログラ

ムの策定及び国際枠組みの構築に関する研究・提言 
 
本プロジェクトでは，環境科学院及び公共政策大学院，国際本部及びサステイナブ

ルキャンパス推進本部の連携により，北海道大学におけるサステナビリティ・ウィークや

国際シンポジウム，市民セミナー等の開催，修士課程レベルの教育プログラムの充実

（英語教育コースの整備，環境科学院・公共政策大学院共通のシラバスの作成，大学

院共通授業・市民公開講座の実施等），学生参加による低炭素社会の実験場として

のサステナブルキャンパスづくりや，低炭素社会の形成等に関する研究の実施及び

政策提言を行った。

プロジェクトの主な実施状況 
（１）大学院共通授業・市民公開講座「持続可能な低炭素社会」受講者数 

平成 年度： 名（大学院生 名，市民 名）

（２）サステナビリティ・ウィーク 
平成 年度：平成 年９月 日〜 月 日開催

企画，参加者数約 人

 
（３）持続可能な社会に関する教科書の作成 

日本語 冊，英語 冊（「持続可能な低炭素社会 Ⅲ」，「持続可能な未来の

ために」，「持続可能な未来のためにII」，「Lecture on Environmental 
Economics」，「FUKUSHIMA political economic analysis of nuclear 
disaster」） 
 

（４）研究・政策提言 
・ 平成 年度～平成 年度に毎年サステナビリティ・ウィークにおいて

シンポジウムを開催し，持続可能な社会を目指して，地域の活性化を

もたらすことの出来る再生可能エネルギーの普及について提言した。 



− 23 −

 23

・ 大学院生の参加を得て，サステナブル・キャンパスに関する研究活

動を実施すると共に，北海道における再生可能エネルギーの導入拡

大に関する研究や中国の大気汚染をはじめとする環境負荷低減と経

済成長を両立させる政策提言に関する研究等を行った。 
 
 
１０－２ 平成 25 年度 大学の世界展開力強化事業 PARE プログ 

ラム 

 

本プログラムは文部科学省が行う大学の世界展開力強化事業の一つであり，

北海道大学農学院，環境科学院，工学院，水産科学院，情報科学研究科およびサ

ステイナビリティ学教育研究センターが共同で申請・採択され，平成 24 年 10 月

より開始した事業である。その目的は，アジアの発展途上国で起こっている，人

口・活動・資源・環境システム （PARE：Populations－Activities－Resources

－Environments）の 負の連環を正に転換させ，国際的かつ分野横断的に共働で

きる「フロンティア人材」を育成することにある。すなわち，「フィールド研究

力，多様性容認力，開拓力，課題解決力」の４つの力をもち，国際的な視野を持

って活躍できるフロンティア人材育成を目指すものであり，４年間継続し，環境

科学院では主に，インドネシアのガジャマダ大学(化学，農学分野)とタイのカセ

サート大学（工学分野）との間で双方向交流し，年間数名の学生の受け入れと派

遣を行う。 

平成 25 年度は，6-8 月に PARE 基礎論が開講されるとともに，８月には，タイ

とインドネシアの学生も参加してサマースクールが道北で開催された。本学院

からは，PARE 基礎論に２名，サマースクールに３名の修士学生が参加し，単位

を取得した。また，10 月からはインドネシアのガジャマダ大学から２名，ボゴ

ール農科大学から１名の学生を受け入れる(６か月)とともに，タイのカセサー

ト大学に１名の学生を派遣(６か月)した。 
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１０－３ 平成 年度 留学生交流支援制度（短期受入れ・短期派

遣）

 
環境科学院が平成 年度に申請・採択された留学生交流支援制度（短期受入

れ・短期派遣）プログラム（日本学生支援機構（ ）がサポート）「国際ネ

ットワークにもとづく学生短期受け入れ型／派遣型フィールド環境科学の次世

代育成プログラム」が実施された。このプログラムは，地球温暖化など地球規

模の環境変化に対して脆弱な地域において生じている環境変化に対処しうる，

高度な専門知識と観測技術や分析技術を有し，グローバル社会において活躍で

きる人材の育成を目的としている。 
受入れ型においては，（１）北極圏大学，（２）北方圏フィールド実習等のサ

ブプログラムを実施し，ロシア北東連邦大学，国立台湾大学，台湾東華大学，

ボゴール農科大学より学生を受け入れた。また，派遣型においては，（１）南極

大学，（２）北極圏大学，（３）乾燥域フィールド実習を実施し，海外の協定大

学に本学院の学生を派遣した。

 
１０−４ 南極学カリキュラム 
 

南極学カリキュラムでは，極地や寒冷圏の環境や生態系について総合的に学

ぶ教育プログラムを提供している。平成 年度は特別講義 科目と特別実習３科

目からなる基幹プログラムを開講し，カリキュラム修了者への修了証書

（ ）授与を行った。学内多分野の大学院生が各

プログラムを受講したほか，総合研究大学院大学，東京大学，千葉大学などの

国内大学，タスマニア大学など海外からも参加があり，学生交流や幅広い知の

獲得の機会となっている。本カリキュラムは，極域科学教育に関する国際的な

枠組みである国際南極大学 の一翼を成す

ものであり，国内外の研究機関とも連携して，国際的な環境教育・研究を推進

するものである。
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過去３年間の各講義履修者数，および南極学修了証書の取得者数 
 
 平成23年度 平成24年度 平成25年度 
南極学特別講義Ⅰ 65 61 58 
南極学特別講義Ⅱ 18 17 ７ 
南極学特別実習Ⅰ 11 11 10 
南極学特別実習Ⅱ 18 実施せず 11 
南極学特別実習Ⅲ 63 57 22 
南極学修了証書 11 10 7 
 
 
１０−５ 公開ラボ実習 
 

公開ラボ実習とは，グローバル プログラム「統合フィールド環境科学の教

育研究拠点形成」が主催して，学生や若手研究者に対して，分析技術実習およ

び周辺学問分野の講義を行うものである。参加者は全国の大学院・大学に対し

て公募した。一部の実習は英語で実施され，海外からの参加者および留学生交

流支援制度（ショートステイ，ショートビジット）参加者も受講した。企画実

習生は，自ら提案した企画がカリキュラムの一部として採用され，運営に主体

的に関わる参加者である。

 
平成 年度

（１）安定同位体実習（平成 年 月 日～ 月６日，応募者： 名，参加者：

企画実習生４名，受講生 名，計 名（うち環境科学院学生５名））（卓

越した大学院拠点形成および北海道大学教育交流支援事業の支援）

（２）北極寒冷圏フィールド＆ラボ実習 アラスカ実習（平成 年 月 日か

ら 日，応募者：４名，参加者：４名（うち環境科学院２名）（卓越した

大学院拠点形成，北海道大学教育交流支援事業および留学生交流支援制

度（ショートビジット））
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（３）北極寒冷圏フィールド＆ラボ実習 ヤクーツクサマースクール（平成  

25年８月７日から13日，日本側応募者：３名，日本からの参加者：３名

（うち環境科学院１名），ロシア側参加者5名（卓越した大学院拠点形

成，北海道大学教育交流支援事業および留学生交流支援制度（ショート

ビジット）） 

 

 

１０－６ 大気と海洋に関するスプリングスクール 

 

環境科学院は母体となる学部を持たない独立大学院のため，本学院の大学院

生が学部学生とつき合う機会は限られているが，このスプリングスクールの実

施を通して学部学生の研究を指導する経験を積ませ，将来，研究プロジェクト

を立案・遂行可能な研究者を養成することを目的とする。また，学部学生にと

っても，地球環境科学の研究の最前線を体験し，成果をまとめて発表する手法

を学んでもらうとともに，環境科学院を知ってもらい，将来の環境科学研究を

担う若手として成長を促すことも目的とした。 

 

平成25年度は，平成26年３月３日（月）から６日（木）にかけて，「博士の

卵と一緒に体験：大気と海洋に関するスプリングスクール2014」を北海道大学

札幌キャンパス・環境科学院にて開催した．参加者は東北大学，お茶の水女子

大学，首都大学東京，立命館大学，福岡大学の学部３年生の７名で，文字通り

全国の国公立私立の大学から参加があった． 

 

本スプリングスクールは，教員による大気と海洋の概論に関する講義を受講

したあと，体験プログラムを実施する内容とした．体験プログラムは以下の２

コースから参加者が選択できるようにした． 

 

コースA：低気圧とジェット気流をシミュレーションしてみよう 

コースB：深海の流れを実験で作ってみよう 
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（３）北極寒冷圏フィールド＆ラボ実習 ヤクーツクサマースクール（平成  

25年８月７日から13日，日本側応募者：３名，日本からの参加者：３名

（うち環境科学院１名），ロシア側参加者5名（卓越した大学院拠点形

成，北海道大学教育交流支援事業および留学生交流支援制度（ショート

ビジット）） 

 

 

１０－６ 大気と海洋に関するスプリングスクール 

 

環境科学院は母体となる学部を持たない独立大学院のため，本学院の大学院

生が学部学生とつき合う機会は限られているが，このスプリングスクールの実

施を通して学部学生の研究を指導する経験を積ませ，将来，研究プロジェクト

を立案・遂行可能な研究者を養成することを目的とする。また，学部学生にと

っても，地球環境科学の研究の最前線を体験し，成果をまとめて発表する手法

を学んでもらうとともに，環境科学院を知ってもらい，将来の環境科学研究を

担う若手として成長を促すことも目的とした。 

 

平成25年度は，平成26年３月３日（月）から６日（木）にかけて，「博士の

卵と一緒に体験：大気と海洋に関するスプリングスクール2014」を北海道大学

札幌キャンパス・環境科学院にて開催した．参加者は東北大学，お茶の水女子

大学，首都大学東京，立命館大学，福岡大学の学部３年生の７名で，文字通り

全国の国公立私立の大学から参加があった． 

 

本スプリングスクールは，教員による大気と海洋の概論に関する講義を受講

したあと，体験プログラムを実施する内容とした．体験プログラムは以下の２

コースから参加者が選択できるようにした． 

 

コースA：低気圧とジェット気流をシミュレーションしてみよう 

コースB：深海の流れを実験で作ってみよう 
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コースAでは，天気予報にも使われる大気大循環モデルをシンプルな実験設

定のもとでシミュレートする体験をした。初期には静止している等温の大気に

対して，熱帯を暖め，極域を冷やすことを進めていくと，数十日後には偏西風

が形成され，さらに時間がすすむと低気圧が出現することを，コンピュータ上

の可視化ツールを用いて確認した。 

 

コースBでは，斜面をもつ水槽に淡水を満たし，そこに数パーミル程度の塩

分を持つ水を流して，水槽の中に深海へと向かう海の流れを作った。このと

き，流れを可視化する方法として，塩水に食紅を混ぜたり，レーザー光が反射

するように水と同じ密度を持つナイロン粒を混ぜたりして，流れを観察した。 

  

どちらのコースにおいても，参加者はとても積極的で，主催者の当初の予想

以上に熱心に取り組み，コース毎のグループ発表では熱心な討議が行われた。

参加者の意欲が高かったことに加え，大学院生による準備が丁寧に練り上げた

ものだったことが，相乗効果として大きな盛り上がりになったと考えている。

修了式において参加者全員に修了書を授与した。 

 

 
 
１０－７ 国際ウィンタースクール 2013「変容する陸域システム：

生態系モニタリング，モデリングと統合的解析のトレー

ニングコース」 

 
開催日：平成 26 年年１月 8～10 日 

参加者：学部生・大学院生 26 名（内訳：北海道大学 15 名，酪農学園大学 2名，

中国科学院（中国）2 名，国立台湾大学（台湾）2名，国立東華大学（台

湾）4名，モンゴル国立大学（モンゴル）1名） 

講 師：12 名（国立東華大学 3名，酪農学園大学 1名，北海道大学 8名） 

 
この３日間の集中トレーニングコースでは，陸域システムの変容を通じて生

じる様々な環境問題，社会問題を取り上げ，講義，グループワーク，現地見学（本

学苫小牧研究林にて）を行った。コースはすべて英語で行われた。参加者自らが
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海道大学北方生物圏フィールド科学センターに置かれている

（ ）札幌拠点オフィスが運営主体となって実施し，北海道大学

および大学院共通講義「 」として開催された。 
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成 果
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１１ 学位取得状況

１１−１ 博士論文題目一覧

環境起学専攻

Encapsulation of adsorptive particles into CNT-reinforced alginate gels for the development of high-performance adsorbent 
for cesium and strontium eliminations （吸着性粒子をカーボンナノチューブ補強アルギン酸ゲルに内包するアプローチ

を用いたセシウムとストロンチウムを除去するための高性能吸着材の開発） Adavan Kiliyankil Vipin（環境適応科学） 

Development of high-performance photocatalysts by using graphene and AgCl and/or AgBr nanoparticles as the 
constitutive elements for the decomposition of chemical pollutants （グラフェンと塩化銀または臭化銀ナノ粒子を素材と

して用いた環境浄化用高性能光触媒の開発） 王 延青（環境適応科学） 

Development of high-performance spongiform adsorbents with caged Prussian blue as the absorbing elements for 
radioactive cesium decontamination （プルシアンブルーを内包した放射性セシウムを除染するための高性能スポンジ型

吸着材の開発） 胡 白楊（環境適応科学） 

Assessment of ultraviolet toxicity depending on DNA-damage using cyclobutane pyrimidine dimer formation in ultraviolet 
irradiated cells（UV照射細胞におけるシクロブタンピリミジンダイマーを用いたDNA損傷による紫外線毒性の評価） 
Runa Masuma（環境適応科学） 

Studies on phytotoxicities of carbon nanomaterials in seedling stage（植物の実生段階における炭素ナノ材料の毒性評価に関

する研究） Refi Ikhtiari （環境適応科学） 

Long-term trends of coral cover in the Philippines: Trajectory, spatiotemporal patterns, and the efficacy of marine protected 
areas（フィリピンのサンゴ被度の長期トレンドに関する研究） Magdaong Evangelie Tolentino（国際環境保全） 

北海道におけるイネの生産性および冷害評価に関する研究 （A study on assessments of rice productivity and cool summer 
damage in rice in Hokkaido） 田中 朱美（実践環境科学） 

Age-size structured models with stochastic growth and optimal life history （確率的成長下における齢―サイズ構造モデルと

最適生活史） 大泉 嶺（人間・生態システム） 

トドの皮下脂肪および肝臓中のPCBsの濃度分布と母子間移行に関する研究 (Concentration profiles and maternal to fetal 
transfer of PCB congeners in the blubber and liver of Steller sea lion (Eumetopias jubatus)) 久保 渓女（人間・生態シ

ステム） 

Comparisons of life histories, morphological traits and habitats between endangered species, Drosera anglica, and common 
species, D. rotundifolia, in a post-mined peatland (泥炭採掘跡地における絶滅危惧種ナガバノモウセンゴケと普通種モウ

センゴケの生活史・形態・ハビタット比較） 保要 有里（人間・生態システム） 

A novel approach for mass production of Ag nanoparticles by using salmon milt DNA as templates （サケ白子ＤＮＡを鋳型

として用いた銀ナノ粒子合成技術の開発） 武島 智美（人間・生態システム） 

Variations in the terminus position, ice velocity and surface elevation of the Langhovde Glacier, East Antarctica （東南極ラ

ングホブデ氷河の末端位置・流動速度・表面標高の変動） 福田 武博（雪氷・寒冷圏科学） 

地球圏科学専攻

Seasonal distributions of low molecular weight dicarboxylic acids, ketoacids and α-dicarbonyls in ambient aerosols collected 
at Cape Hedo, Okinawa, an outflow region of Asian dusts （沖縄辺戸岬で採取したエアロゾル中の低分子ジカルボン酸と

関連有機化合物の組成分布の季節変化） KUNWAR Bhagawati（大気海洋化学・環境変遷学） 

The study of primary production in plankton blooms driven by riverine inputs of nutrients and fresh water in ROFI (region 
of freshwater influence) （河川影響海域での淡水と栄養塩の河川供給によるプランクトンブルーム基礎生産の考察） 干場

康博（大気海洋物理学・気候力学） 

Decadal variability of Antarctic sea ice variability revealed by satellite observation and coupled general circulation model 
（衛星観測と結合大循環モデルより得られた南極海海氷の十年規模変動） Chevooruvalappil Bajish Chandran（大気海洋

物理学・気候力学） 
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Water-column light utilization efficiency of phytoplankton and transparent exopolymer particles in the western subarctic 
Pacific （西部北太平洋亜寒帯域における植物プランクトンによる水柱の光合成光利用効率と透明細胞外重合体粒子に関す

る研究） 野坂 裕一（大気海洋物理学・気候力学） 

Studies on the tropospheric and stratospheric water vapor measurements for climate monitoring （気候監視のための対流

圏・成層圏水蒸気測定に関する研究） 杉立 卓治（大気海洋物理学・気候力学） 

Hydrological evolution of the eastern tropical Pacific during the last 430,000 years （過去４３万年間の東部熱帯太平洋の水

理学的変化） Hasrizal Bin Shaari （論文博士） 

Distribution of vertical diffusivity coefficient and water mass formation in the Bussol' Strait: A mixing hot spot in the North 
Pacific（北太平洋域における混合のホットスポット、ブッソル海峡での鉛直拡散係数の分布と水塊形成） 小野 数也 （論

文博士） 

 

生物圏科学専攻

Synchronous provisioning of the cooperatively breeding Chestnut-crowned Babbler, Pomatostomus ruficeps （協同繁殖する

クリボウシオーストラリアマルハシにおける同調的給餌） 野間野 史明（生態遺伝学） 

Geographic mosaic of coevolution in Drosophila-parasitoid interactions （ショウジョウバエ－捕食寄生者共進化系における地

理的モザイクの研究） BILJANA NOVKOVIC（生態遺伝学） 

Early phase of the invasion of the barnacle Balanus glandula along the coast of eastern Hokkaido, Japan: changes in 
abundance and distribution, and their underlying processes (キタアメリカフジツボの北海道東部への侵入の初期相：数

と分布の変化とその背景にあるプロセス)  A.k.m Rashidulalam（動物生態学） 

Differentiation in architecture and demographic properties across forest types and species in tropical lowland Kalimantan 
（熱帯低地カリマンタンにおける森林型間および樹種間の樹冠構造と個体群動態特性の分化） Tika Dewi Atikah（植物生

態学） 

Effects of topography on the community dynamics in a warm–temperate mixed forest （暖温帯針広混交林の群集動態に影響

する地形要因） 酒井 武（森林圏環境学） 

Studies on spatial genetic structure in an expanding sika deer (Cervus nippon) population of Hokkaido: the implication for 
management (個体数が増加し，分布が拡大しているエゾシカ個体群における遺伝的な空間構造に関する研究：個体群管理

と関連させて) 欧 巍（森林圏環境学） 

Application of stoichiometric approaches for idetification of relationships between resources and benthic invertebrates in 
stream ecosystems  (河川生態系における資源-底生無脊椎動物関係をひもとく生態系化学量論的アプローチ) 太田 民久

（森林圏環境学） 

餌生物転換周辺時期におけるスケトウダラ太平洋系群稚魚の分布と生残に影響を与える環境要因に関する研究 （Studies on 
environmental factors influencing in distribution and survival of juvenile walleye pollock, Theragra chalcogramma, in 
the Japanese Pacific stock around transition period of prey size） 川内 陽平（水圏生物学） 

Cryptic diversity in the Enophrys diceraus species complex (Scorpaeniformes, Cottidae) and molecular evolution of 
copulatory behavior in two cottid genera （オニカジカ種群の隠蔽的分化とカジカ科２属の交尾行動の進化） 李 昂（水

圏生物学） 

Histological, cytological and molecular biological analyses of the polyphenic development in the pea aphid Acyrthosiphon 
pisum (エンドウヒゲナガアブラムシの可塑的な発生に関する組織形態学的・細胞生物学的ならびに分子生物学的研究) 小
川 浩太（生態遺伝学） 

Genomics and proteomics of sulfur-oxidizing bacteria predominant in freshwater lake environments （淡水湖沼環境で優占

する硫黄酸化細菌のゲノミクスおよびプロテオミクス） 渡邉 友浩（生態系生物学） 

Studies on the practical production of docosahesaenoic acid using thraustochytrid microorganisms （スラウストキトリッド

類微生物を用いたドコサヘキサエン酸の実用的生産に関する研究） Ahmad Iskandar Bin Haji Mohd Taha（分子生物学） 

Gene cloning and functional analysis of triple alkane monooxygenases from Geobacillus thermoleovorans B23 （Geobacillus 
thermoleovorans B23の三連型アルカン酸素添加酵素に関する遺伝子クローニングと機能解析） Boonmak Chanita（分子

生物学） 
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Water-column light utilization efficiency of phytoplankton and transparent exopolymer particles in the western subarctic 
Pacific （西部北太平洋亜寒帯域における植物プランクトンによる水柱の光合成光利用効率と透明細胞外重合体粒子に関す

る研究） 野坂 裕一（大気海洋物理学・気候力学） 

Studies on the tropospheric and stratospheric water vapor measurements for climate monitoring （気候監視のための対流

圏・成層圏水蒸気測定に関する研究） 杉立 卓治（大気海洋物理学・気候力学） 

Hydrological evolution of the eastern tropical Pacific during the last 430,000 years （過去４３万年間の東部熱帯太平洋の水

理学的変化） Hasrizal Bin Shaari （論文博士） 

Distribution of vertical diffusivity coefficient and water mass formation in the Bussol' Strait: A mixing hot spot in the North 
Pacific（北太平洋域における混合のホットスポット、ブッソル海峡での鉛直拡散係数の分布と水塊形成） 小野 数也 （論

文博士） 

 

生物圏科学専攻

Synchronous provisioning of the cooperatively breeding Chestnut-crowned Babbler, Pomatostomus ruficeps （協同繁殖する

クリボウシオーストラリアマルハシにおける同調的給餌） 野間野 史明（生態遺伝学） 

Geographic mosaic of coevolution in Drosophila-parasitoid interactions （ショウジョウバエ－捕食寄生者共進化系における地

理的モザイクの研究） BILJANA NOVKOVIC（生態遺伝学） 

Early phase of the invasion of the barnacle Balanus glandula along the coast of eastern Hokkaido, Japan: changes in 
abundance and distribution, and their underlying processes (キタアメリカフジツボの北海道東部への侵入の初期相：数

と分布の変化とその背景にあるプロセス)  A.k.m Rashidulalam（動物生態学） 

Differentiation in architecture and demographic properties across forest types and species in tropical lowland Kalimantan 
（熱帯低地カリマンタンにおける森林型間および樹種間の樹冠構造と個体群動態特性の分化） Tika Dewi Atikah（植物生

態学） 

Effects of topography on the community dynamics in a warm–temperate mixed forest （暖温帯針広混交林の群集動態に影響

する地形要因） 酒井 武（森林圏環境学） 

Studies on spatial genetic structure in an expanding sika deer (Cervus nippon) population of Hokkaido: the implication for 
management (個体数が増加し，分布が拡大しているエゾシカ個体群における遺伝的な空間構造に関する研究：個体群管理

と関連させて) 欧 巍（森林圏環境学） 

Application of stoichiometric approaches for idetification of relationships between resources and benthic invertebrates in 
stream ecosystems  (河川生態系における資源-底生無脊椎動物関係をひもとく生態系化学量論的アプローチ) 太田 民久

（森林圏環境学） 

餌生物転換周辺時期におけるスケトウダラ太平洋系群稚魚の分布と生残に影響を与える環境要因に関する研究 （Studies on 
environmental factors influencing in distribution and survival of juvenile walleye pollock, Theragra chalcogramma, in 
the Japanese Pacific stock around transition period of prey size） 川内 陽平（水圏生物学） 

Cryptic diversity in the Enophrys diceraus species complex (Scorpaeniformes, Cottidae) and molecular evolution of 
copulatory behavior in two cottid genera （オニカジカ種群の隠蔽的分化とカジカ科２属の交尾行動の進化） 李 昂（水

圏生物学） 

Histological, cytological and molecular biological analyses of the polyphenic development in the pea aphid Acyrthosiphon 
pisum (エンドウヒゲナガアブラムシの可塑的な発生に関する組織形態学的・細胞生物学的ならびに分子生物学的研究) 小
川 浩太（生態遺伝学） 

Genomics and proteomics of sulfur-oxidizing bacteria predominant in freshwater lake environments （淡水湖沼環境で優占

する硫黄酸化細菌のゲノミクスおよびプロテオミクス） 渡邉 友浩（生態系生物学） 

Studies on the practical production of docosahesaenoic acid using thraustochytrid microorganisms （スラウストキトリッド

類微生物を用いたドコサヘキサエン酸の実用的生産に関する研究） Ahmad Iskandar Bin Haji Mohd Taha（分子生物学） 

Gene cloning and functional analysis of triple alkane monooxygenases from Geobacillus thermoleovorans B23 （Geobacillus 
thermoleovorans B23の三連型アルカン酸素添加酵素に関する遺伝子クローニングと機能解析） Boonmak Chanita（分子

生物学） 

 

Detection and quantification of viable bacteria using selectively membrane-permeable dye and PCR (選択的膜透過性色素と

PCRを用いる生きた微生物の検出および定量法) 藤本 淳治 （論文博士） 

Proteomics on environmental response of Pseudomonas putida F1 in soil （土壌におけるPseudomonas putida F1の環境応答

に関するプロテオーム解析） 森本 一 （論文博士） 

 

環境物質科学専攻

Study of novel off-on responsive fluorescent  probe using supramolecular complex formation with crown ether and 
cyclodextrin （クラウンエーテルおよびシクロデキストリンを用いた超分子複合体形成に基づく新奇Off-On型蛍光プロー

ブに関する研究） 岡 佳和 （ナノ環境材料） 

特異な非球状骨格を有するサブナノサイズ金クラスター類の合成と特性評価  （ Syntheses and properties of 
subnanometer-sized gold clusters with unusual nonspherical structures） 亀井 優太朗 （ナノ環境材料） 

Studies on influence of particle morphology on photocatalytic activity of titania photocatalysts: Preparation, 
characterization and photocatalytic activity of octahedral anatase titania particles （酸化チタン（Ⅳ）光触媒の活性に

およぼす粒子形状の影響―八面体形状アナタース酸化チタン（Ⅳ）粒子の調製，構造と光触媒活性の評価に関する研究） 魏
志順 （環境触媒化学） 

Molecular structures of soft matter interfaces studied by sum frequency generation (SFG) vibrational spectroscopy （和周

波発生（SFG）振動分光法によるソフトマター界面の分子構造に関する研究） 葛 愛民 （環境触媒化学） 

Study on electroabsorption and electrophotoluminescence of optoelectronic functional materials in solution (光電変換機能物

質の溶液中における電場吸収と電場発光に関する研究） Chiang Hung-Chu（光電子科学） 

大振幅分子運動を示す超分子カチオンを導入した [Ni(dmit)2]塩の構造と誘電性  (Structure and dielectric properties of 
[Ni(dmit)2] salts with supramolecular cations showing large amplitude molecular motion)  厳 寅男 （光電子科学） 

Development of collectable adsorbent on the surface of water after adsorption of pollutant   (汚染物質の吸着後水面で回収

可能な新規吸着材料の開発)  三原 義広 （生体物質科学） 

Electrocatalysis of noble metal alloys for denitrification in the hydrosphere (水圏における脱窒素のための貴金属合金の電極

触媒作用) Md. Motahar Hossain （論文博士）

１１－２ 修士論文題目一覧 

環境起学専攻 

紅藻ミツデソゾ由来ブロモペルオキシダーゼの解析 湯  暁蓉（環境適応科学） 

動電的手法を用いたアルカリ金属イオンの粘土鉱物中における除去挙動に関する研究 明本 靖広（環境適応科学） 

アルギン酸イオンを鋳型として用いた銀ナノ粒子の合成 広田 沙紀（環境適応科学） 

Effects of ascorbic acid on apoptosis enhanced by aspartame in PC12 cells（PC12細胞におけるアスパルテームにより増幅さ

れるアポトーシスに対するアスコルビン酸の影響） 山中 秀太郎（環境適応科学） 

Individual differences in effects of theanine on cognitive-task performance, cerebral blood volume and oxygenation, and 
sympathetic nervous system responses after mental stress（精神的ストレス負荷後においてテアニンが認知課題成績、脳

酸素動態および交感神経系反応に及ぼす影響とその個体差）山本 佳奈（環境適応科学） 

The effects of fulvic acid obtained from tropical peatland in Central Kalimantan, Indonesia on human vascular endothelial 
cells（インドネシア、中央カリマンタンにおける泥炭由来フルボ酸のヒト血管内皮細胞に及ぼす影響） 中島 立揮（環境

適応科学） 

Investigation and assessment on the safety and health of drinking water in the urban areas of China based on the 
questionnaire analysis between Japan and China （日本と中国のアンケート解析に基づく中国都市部の飲用水の安全と

健康に関する調査研究） 郭 敏（国際環境保全） 

A new framework for sustainable forest management in tropical wetland forest based on Sustainability Index (SI) and 
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REDD-plus benefit sharing mechanism （持続性インデックス(SI)とＲＥＤＤ＋利益の分配メカニズムによる熱帯湿地林

の新たな持続可能な管理の枠組） Febrina Natalia（国際環境保全） 

サケ産卵床の空間分布に湧水が及ぼす影響 ―研究を活用した地域再発見の提案まで― 森崎 夏輝（実践環境科学） 

星野リゾート・トマムを訪れる人々への自然という観光資源に関する意識調査 尹 春英（実践環境科学） 

インタビューと文献調査から明らかにされる自然写真家の様々な取り組みに関する研究 大原 尚之（実践環境科学） 

石狩浜における海岸保全に向けた交流・情報共有の場の創造 武田 尚太（実践環境科学） 

天売島活性化を目指した観光客へのアンケート調査 谷内 秀久（実践環境科学） 

雲海テラスを訪れる5万人のお客さまに自然を伝えたツール開発：雲海カード 古川 雄大（実践環境科学） 

流域の土地利用が河川水溶存成分に与える影響評価：網走川の事例 藤島 洸（人間・生態システム） 

Lake ice formation process at Lake Abashiri, Hokkaido, Japan -The lake ice structure and thickness evolution-（網走湖にお

ける湖氷形成過程―湖氷構造と氷厚推移―） 大畑 有（人間・生態システム） 

泊原子力発電所を対象にした季節毎の放射性物質の拡散予測分布図の作成 金子 章吾（人間・生態システム） 

東南極・宗谷海岸の空中写真アーカイブデータ発掘とステレオペア画像を用いた氷床表面標高変化の検出 駒澤 皓（人間・生

態システム） 

Characteristics of summer grazing in the Alai Valley, southern Kyrgyzstan（キルギス南部，アライ谷におけるヒツジ・ヤギ

の夏の放牧） 宋 鳳（人間・生態システム） 

異なる河床底質におけるカワシンジュガイ属（Margaritifera）の生態的機能の解明 髙木 優風花（人間・生態システム） 

Stochastic-based analysis of geographic factors determining permafrost distribution in the discontinuous permafrost, 
Mongolia（不連続永久凍土帯モンゴルにおける永久凍土分布を決定する地理的要因の確率手法に基づく解析） 山橋 いよ

（人間・生態システム） 

The recovery processes after an experimental forest fire: growth of Betula platyphylla var. japonica and soil characteristics 
（実験的火災後の森林回復過程: シラカンバの成長と土壌特性） Rakotonoely Harisoa（人間・生態システム） 

Current status of tourism and a proposal for sustainable tourism development in the Lenin Peak area, southern 
Kyrgyzstan（キルギス南部，レーニン・ピーク地域における観光の現状と持続的な観光開発のための提言） 劉 泱（人間・

生態システム） 

 

地球圏科学専攻 

NGRIP氷床コアを用いた過去300年間の不揮発性微粒子の化学組成 岡本 彩加（雪氷・寒冷圏科学） 

南パタゴニア氷原ペリートモレノ氷河とアメギノ氷河の末端変動と表面標高変化 箕輪 昌紘（雪氷・寒冷圏科学） 

海水柱におけるアーキア脂質の空間分布とサイズ分布 大平 深史（大気海洋化学・環境変遷学） 

南大洋に生息する植物プランクトンPhaeocystis antarcticaの光合成能力とDMSP生産の関係 乙丸 真希（大気海洋化学・環境

変遷学） 

年輪幅及び炭素安定同位体比を用いたモンゴル森林域における過去100年間の環境変動解析 北山 あさみ（大気海洋化学・環境

変遷学） 

北太平洋亜寒帯海域におけるpHの時空間分布に関する研究：pH簡易測定法の改良とパラメタリゼ−ションの展開 李 勃豊（大

気海洋化学・環境変遷学） 

10分値降水量を用いた東京とその近郊における短時間強雨の特徴 山﨑 哲哉（大気海洋物理学・気候力学） 

海洋における東向きジェットの侵入に伴う再循環の長さ 相澤 健太朗（大気海洋物理学・気候力学） 

水温前線によって変調された海上風が海洋混合層へ与える影響 猪狩 義貴（大気海洋物理学・気候力学） 
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REDD-plus benefit sharing mechanism （持続性インデックス(SI)とＲＥＤＤ＋利益の分配メカニズムによる熱帯湿地林

の新たな持続可能な管理の枠組） Febrina Natalia（国際環境保全） 

サケ産卵床の空間分布に湧水が及ぼす影響 ―研究を活用した地域再発見の提案まで― 森崎 夏輝（実践環境科学） 

星野リゾート・トマムを訪れる人々への自然という観光資源に関する意識調査 尹 春英（実践環境科学） 

インタビューと文献調査から明らかにされる自然写真家の様々な取り組みに関する研究 大原 尚之（実践環境科学） 

石狩浜における海岸保全に向けた交流・情報共有の場の創造 武田 尚太（実践環境科学） 

天売島活性化を目指した観光客へのアンケート調査 谷内 秀久（実践環境科学） 

雲海テラスを訪れる5万人のお客さまに自然を伝えたツール開発：雲海カード 古川 雄大（実践環境科学） 

流域の土地利用が河川水溶存成分に与える影響評価：網走川の事例 藤島 洸（人間・生態システム） 

Lake ice formation process at Lake Abashiri, Hokkaido, Japan -The lake ice structure and thickness evolution-（網走湖にお

ける湖氷形成過程―湖氷構造と氷厚推移―） 大畑 有（人間・生態システム） 

泊原子力発電所を対象にした季節毎の放射性物質の拡散予測分布図の作成 金子 章吾（人間・生態システム） 

東南極・宗谷海岸の空中写真アーカイブデータ発掘とステレオペア画像を用いた氷床表面標高変化の検出 駒澤 皓（人間・生

態システム） 

Characteristics of summer grazing in the Alai Valley, southern Kyrgyzstan（キルギス南部，アライ谷におけるヒツジ・ヤギ

の夏の放牧） 宋 鳳（人間・生態システム） 

異なる河床底質におけるカワシンジュガイ属（Margaritifera）の生態的機能の解明 髙木 優風花（人間・生態システム） 

Stochastic-based analysis of geographic factors determining permafrost distribution in the discontinuous permafrost, 
Mongolia（不連続永久凍土帯モンゴルにおける永久凍土分布を決定する地理的要因の確率手法に基づく解析） 山橋 いよ

（人間・生態システム） 

The recovery processes after an experimental forest fire: growth of Betula platyphylla var. japonica and soil characteristics 
（実験的火災後の森林回復過程: シラカンバの成長と土壌特性） Rakotonoely Harisoa（人間・生態システム） 

Current status of tourism and a proposal for sustainable tourism development in the Lenin Peak area, southern 
Kyrgyzstan（キルギス南部，レーニン・ピーク地域における観光の現状と持続的な観光開発のための提言） 劉 泱（人間・

生態システム） 

 

地球圏科学専攻 

NGRIP氷床コアを用いた過去300年間の不揮発性微粒子の化学組成 岡本 彩加（雪氷・寒冷圏科学） 

南パタゴニア氷原ペリートモレノ氷河とアメギノ氷河の末端変動と表面標高変化 箕輪 昌紘（雪氷・寒冷圏科学） 

海水柱におけるアーキア脂質の空間分布とサイズ分布 大平 深史（大気海洋化学・環境変遷学） 

南大洋に生息する植物プランクトンPhaeocystis antarcticaの光合成能力とDMSP生産の関係 乙丸 真希（大気海洋化学・環境

変遷学） 

年輪幅及び炭素安定同位体比を用いたモンゴル森林域における過去100年間の環境変動解析 北山 あさみ（大気海洋化学・環境

変遷学） 

北太平洋亜寒帯海域におけるpHの時空間分布に関する研究：pH簡易測定法の改良とパラメタリゼ−ションの展開 李 勃豊（大

気海洋化学・環境変遷学） 

10分値降水量を用いた東京とその近郊における短時間強雨の特徴 山﨑 哲哉（大気海洋物理学・気候力学） 

海洋における東向きジェットの侵入に伴う再循環の長さ 相澤 健太朗（大気海洋物理学・気候力学） 

水温前線によって変調された海上風が海洋混合層へ与える影響 猪狩 義貴（大気海洋物理学・気候力学） 

 

沿岸ポリニヤにおける過冷却水およびフラジルアイスの生成に関する観測研究 伊藤 優人（大気海洋物理学・気候力学） 

北海道沿岸海洋の縦に立った密度構造と、それに伴うジェットについて 唐木 達郎（大気海洋物理学・気候力学） 

室内実験における海氷granular iceの形成過程について 幸田 笹佳（大気海洋物理学・気候力学） 

ケープダンレー沖における南極底層水流出に起因する流速変動 藤原 有（大気海洋物理学・気候力学） 

台風季節予報に向けた大気・海洋環境場のデータ解析 光岡 昇平（大気海洋物理学・気候力学） 

ENSOに伴うインド洋の対流活動と亜熱帯北西部太平洋の大気変動との関係 吉村 志穂（大気海洋物理学・気候力学） 

生物圏科学専攻 

ろ過食性二枚貝の栄養塩再生が汽水域の物質循環へ与える影響 岩元 綾香（海洋圏科学） 

スケトウダラ稚魚の回遊期における成長と生残に及ぼす環境要因の考察 金子 寛弥（海洋圏科学） 

サンマの産卵場と回遊経路の違いがサンマの成長をどのように変化させるかについての考察 内芝 洋貴（海洋圏科学） 

北太平洋中高緯度域における渦位フロントの変動 大江 光穂（海洋圏科学） 

サロマ湖海底の底生微細藻類の時空間分布と低次生物生産への寄与 角田 聡（海洋圏科学） 

風蓮湖における微細藻類の基礎生産量推定と低次生産系における役割の評価 辻 泰世（海洋圏科学） 

北太平洋東部亜熱帯域における水温逆転構造 手倉森 司（海洋圏科学） 

オホーツク海北海道沿岸域における地まきホタテガイの成長と環境要因の関係 照本 昂之（海洋圏科学） 

サロマ湖におけるホタテガイ(Mizuhopecten yessoensis)の浮遊幼生期における餌資源推定 松尾 俊（海洋圏科学） 

日本および中国のハスカップの多様性に関する研究 石山 知美（耕地圏科学） 

アスパラガス伏せこみ栽培用根株の養成および炭水化物蓄積に関する研究 二階堂 華那（耕地圏科学） 

自然エネルギーを活用したチコリー生産に関する研究 山川 梨奈（耕地圏科学） 

標高傾度に沿ったチシマザサの光合成特性と生産性 青島 佑太（植物生態学） 

冷温帯広葉樹林における主要構成種の稚樹動態に及ぼす林冠・林床構造の影響 玉川 聖也（植物生態学） 

The relationships between animal seed dispersal and germination of Gaultheria miqueliana (Ericaceae) on Mount Koma, 
northern Japan（北海道渡島駒ヶ岳におけるシラタマノキの動物種子散布と種子発芽との関係） 野村 七重（植物生態学） 

Improving aboveground biomass estimation using LiDAR remote sensing to reduce the negative effects of topography, 
stand type and tree density（地形、森林タイプ、立木の混み合い度の影響を考慮したLiDARによる地上部バイオマス推定

の改善） 埋金 宏光（森林圏環境学） 

ササ掻き起し地におけるミズナラ実生の定着パターンとその要因 朝田 一平（森林圏環境学） 

天然生針広混交林に及ぼす台風撹乱の長期的な影響 -撹乱後8年間の残存木の枯死パターン- 佐藤 剛（森林圏環境学） 

Effects of temperature, predators, and competitors on geographic variation in morphology of the large Japanese field mouse 
（アカネズミの形態の地理的変異への気温、捕食者、競争者の影響） 永井 朋子（森林圏環境学） 

地理空間統計とクラスター分析を用いた気仙沼近海マグロはえ縄船団操業効率化のための最適戦略 伊藤 健人（水圏生物学） 

Spatiotemporal analysis of kelp forests distribution characteristics in sea desertification areas using acoustic and direct 
sensing methods(音響および直接計測手法を用いた磯焼け海域におけるコンブ林の分布特性の時空間解析) 邵 花梅（水圏

生物学） 

臼尻漁港防堤防におけるアイナメの繁殖生態 入江 雄一朗（水圏生物学） 

Distribution of baleen whales in the northern Bering and the Chukchi Seas（ベーリング海北部およびチュクチ海におけるヒ

ゲクジラ類の分布について） 岩原 由佳（水圏生物学） 
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Characteristics of marine mammal vocalizations recorded using passive acoustic methods off Rausu, Shiretoko（知床・羅臼

沖における海棲哺乳類の鳴音に関する研究） 大槻 真友子（水圏生物学） 

Re-synthesis of hybridogenesis and inheritance pattern in the Hexagrammos hybrids by artificial fertilization（人為交雑に

よるアイナメ属雑種発生の再現と遺伝様式） 風間 香澄（水圏生物学） 

Flagellar movement and flagellar apparatus ultrastructure in brown algal swarmers（褐藻遊泳細胞における鞭毛運動解析と

鞭毛装置の微細構造について） 木ノ下 菜々（水圏生物学） 

Genetic study on karyotypes of hemiclonal hybrids among hexagrammid species（アイナメ属半クローン系統における核型の

遺伝学的研究） 鈴木 将太（水圏生物学） 

Molecular biological studies on the NMDA receptor in the brain of chum salmon during imprinting and homing （シロザケ

の母川記銘・回帰時における脳内NMDA受容体に関する分子生物学的研究） 土田 茂雄（水圏生物学） 

知床半島沿岸海域におけるシロザケOncorhynchus ketaの漁獲変動要因に関する研究 山口 紘（水圏生物学） 

Sequence analysis of the agouti signaling protein gene (Asip) showing a potential causative mutation for melanism and a 
novel phylogeographic structure in the Rattus rattus species complex（クマネズミ における毛色遺伝子Asipの塩基配列

解析に基づく黒色責任変異と遺伝的集団構造の解明） 笹森 翔一（生態遺伝学） 

Soldier-specific morphogenesis in the damp-wood termite: expressions of toolkit genes and role of presoldier cuticle（オオシ

ロアリにおける兵隊特異的形態形成：ツールキット遺伝子の発現とプレソルジャーにおけるクチクラの役割） 杉目 康広

（生態遺伝学） 

Evolutionary patterns of gene sequences and natural history in the two Japanese wood mouse species（日本産アカネズミ類

2種の遺伝子配列の進化パターンと自然史） 鈴木 祐太郎（生態遺伝学） 

Phylogenetic analyses of duplication of olfactory genes and amino acid replacement of the coat color gene Mc1r in the 
Rattini tribe（クマネズミ 属群における嗅覚受容体遺伝子の重複と毛色遺伝子Mc１rのアミノ酸置換に関する系統学的解

析） 髙梨 脩（生態遺伝学） 

Assessment of fitness costs of resistance against the parasitoid Leptopilina victoriae in Drosophila bipectinata（フタクシシ

ョウジョウバエにおける，寄生蜂Leptopilina victoriae に対する抵抗性のコストの査定） 滝ヶ平 智博（生態遺伝学） 

Qualitative assessment of habitat fragmentation on populations of the understory perennial herb, Trillium camschatcense, 
with special reference to genetic diversities of different life history stages（生育地の分断化が林床性多年生草本オオバナ

ノエンレイソウ個体群に及ぼす影響の定量的評価 ―異なる生活史段階における遺伝的多様性に着目して―） 渡辺 崇史（生

態遺伝学） 

季節変化に対応したカラマツの葉の生理的応答 石森 和佳（生態系生物学） 

湖沼環境中のメタン酸化細菌の多様性と分布 小暮 耕平（生態系生物学） 

外来ニジマスの柔軟な生息地利用：河川内における回遊多型 金澤 友紀代（動物生態学） 

Influence of the 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earthquake on population dynamics of rocky intertidal barnacles: cause 
and consequence of alternation in larval recruitment（東北地方太平洋沖地震が岩礁潮間帯におけるフジツボの個体群動

態に与えた影響： 幼生加入量の変化の原因と帰結） 阪口 勝行（動物生態学） 

Does dispersal shape spatiotemporal patterns in distribution of rocky intertidal gastropods?  （分散様式は岩礁潮間帯性腹

足類の分布の時空間パターンに影響するか？） 佐原 良祐（動物生態学） 

外来アライグマの遺伝的集団構造：ペット放棄に由来するパターン 高屋 浩介（動物生態学） 

Primary sex ratio of Japanese tit is related to clutch size in the early breeding season （繁殖初期にみられるシジュウカラの

クラッチサイズと性比の関係） 乃美 大佑（動物生態学） 

Molecular mechanisms and physiological roles of boron-dependent expression of a boron transporter BOR1 in Arabidopsis 
thaliana（シロイヌナズナにおけるホウ酸輸送体 BOR1のホウ素依存的な発現の分子機構と生理学的意義） 相原 いづみ

（分子生物学） 

アミロイド様細胞外タンパクcurliが起因するバイオフィルムの水処理膜への影響評価 石川 寛恭（分子生物学） 

Growth promotion of an aquatic plant, Lemna minor, by its associated bacteria （コウキクサ由来細菌による水生植物の成長
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Characteristics of marine mammal vocalizations recorded using passive acoustic methods off Rausu, Shiretoko（知床・羅臼

沖における海棲哺乳類の鳴音に関する研究） 大槻 真友子（水圏生物学） 

Re-synthesis of hybridogenesis and inheritance pattern in the Hexagrammos hybrids by artificial fertilization（人為交雑に

よるアイナメ属雑種発生の再現と遺伝様式） 風間 香澄（水圏生物学） 

Flagellar movement and flagellar apparatus ultrastructure in brown algal swarmers（褐藻遊泳細胞における鞭毛運動解析と

鞭毛装置の微細構造について） 木ノ下 菜々（水圏生物学） 

Genetic study on karyotypes of hemiclonal hybrids among hexagrammid species（アイナメ属半クローン系統における核型の

遺伝学的研究） 鈴木 将太（水圏生物学） 
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黄金色藻オクロモナス科由来のクロロスルホリピド類に関する研究 小笠原 望巳（生体物質科学） 

Pandoraea pulmonicola由来のリポ多糖O抗原三糖ユニットの合成研究 近藤 広隆（生体物質科学） 

ポリアミノポリカルボン酸型キレート樹脂を用いる環境水中の鉛の定量と鉛同位体比による汚染源の推定に関する研究  那須

葵（生体物質科学） 

ラン藻Anabaena heterospora由来の酵素阻害物質に関する研究 早坂 政寛（生体物質科学） 

トリオール型糖受容体を用いたβ-グルカンフラグメント合成法の開発 樋口 政泰（生体物質科学） 

Vinigrolの合成研究 毛利 昌孝（生体物質科学） 

Omaezalleneの全合成 山﨑 翔平（生体物質科学） 
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１２−４ 受賞 

 
環境起学専攻 
Islam Md. Shariful., 2013年11月5日，Special Outstanding presentation awards (最優秀賞）, Hokkaido University Research 

Global Poster Contest, Hokkaido University sustainability week 2013，「持続可能な社会づくりへの貢献」をテーマと

した優秀なポスター発表を表彰 
駒澤皓，2014年3月25日，環境科学院環境気学専攻・沼口賞，“東南極宗谷海岸の空中写真アーカイブデータ発掘とステレオペ

ア画像を用いた氷床表面標高変化の検出” 
中村一樹，山中康裕，佐藤志穂，佐藤大介，中村博，他14名2013年11月20日，寒冷地技術シンポジウム2013年度寒地技術賞（地

域振興部門），（独）北海道開発技術センターが主催する，優れた論文に対して与えられる賞 
福田武博，2013年9月18日，雪氷研究大会2013最優秀口頭発表賞“南極・ラングホブデ氷河の末端位置・流動速度・表面標高の

変化” 
渡辺のぞみ，根岸淳二郎，中村太士，2013年11月3日，『河川生態学術研究会』ベストポスター賞第一位，“水域から陸域への資

源供給量はフラッシュ放流に影響されるか” 
 
地球圏科学専攻 
北山あさみ，2014年3月24日，第12回北海道大学地球化学優秀修士論文賞，北海道大学の博士課程に進学する学生の中で、地球

化学に関連する修士論文を対象としたもの 

榊原大貴，2013年9月20日，日本雪氷学会 雪氷研究大会 学生優秀発表ポスター発表部門優秀発表賞，学会大会おける若手対

象の優秀発表賞 

福田武博，2013年9月20日，日本雪氷学会 雪氷研究大会 優秀発表賞，学会大会おける若手対象の優秀発表賞 

吉村志穂，2014年3月29日，2014年海洋学会春季大会若手ベストポスター賞，大会のポスター発表のうち，若手研究者・学生が

発表したものから優秀な発表を表彰 
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１３ 修了後の進路

１３−１ 博士後期課程修了者

平成２５年度修了者（平成２６年５月１日現在）

 
就職先別統計 
学術研究 11，公務員 3，教育・学習支援 2，製造業 3，その他 １，計 20 
 
主な進路 
環境起学専攻 
環境省エコチル調査北海道ユニットセンター，富山県教育委員会，Research Center for Limnology,LIPI， 
三菱化学株式会社，Jahangirnagar University 
 
地球圏科学専攻 
札幌大谷高校，北海道大学，石巻専修大学，北海道同庁職員，明星電気株式会社 
 
生物圏化学専攻 
森林総合研究所，函館市，（地独）北海道総合研究機構函館水産試験場，LIPI インドネシア科学院生物学研究センター，

Jaghangirnagar University，北海道大学低温科学研究所，独立行政法人水産総合研究センター西海区水産研究所 
 
環境物質科学専攻 
北海道薬科大学，University of Rajshahi,Bangladesh 
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生物圏科学専攻 
Yamaguchi, A., Katayama, N., Kishida, O., 2014年3月17日，日本生態学会61回大会ポスター賞，最優秀賞 
相原いづみ，2013年11月15日，学会口頭発表での優秀発表賞 

飯田佳子，2014年3月17日，日本生態学会奨励（鈴木）賞，学位取得後４年経過までの今後優れた研究展開が期待できる研究者

を選考のうえ表彰 

木下豪太，2013年9月6日，日本哺乳類学会大会ベストポスター賞“第四紀の環境変動に伴ったクロテンの集団史と北海道を中心

とした島嶼での多様性創出” 

笹森翔一，2013年9月6日，日本哺乳類学会大会優秀ポスター賞，“Asip遺伝子の変異に基づく沖縄産クマネズミの系統地理学的

位置づけ” 

高津邦夫，片山昇，岸田治，2013年10月12日，個体群生態学会ポスター賞，優秀賞 

深谷肇一，2014年3月16日，日本生態学会奨励賞（鈴木賞），学位取得後４年経過までの今後優れた研究展開が期待できる研究者

を選考のうえ表彰 

百田恭輔，2014年3月17日，日本生態学会全国大会賞（ポスター賞）優秀賞， 

渡辺崇史，杉木学，大原雅，2014年2月21日，2013年度 日本生態学会北海道地区会 若手研究奨励賞，生育地の分断化が林床

性多年生草本オオバナノエンレイソウ個体群に及ぼす影響の定量的評価ー異なる生活史段階における遺伝的多様性に着目

してー 
 
 
環境物質科学専攻 
石橋秀規，2013年9月30日，「International Symposium for the 70th Anniversary of the Tohoku Branch of the Chemical 

Society of Japan」優秀ポスター賞(Outstanding poster paper Award)， 

小林直貴，2013年6月8日，ナノ学会第11回大会 若手優秀ポスター発表賞 

小林直貴，2014年1月28日，優秀講演賞，化学系学協会北海道支部2014年冬季研究発表会 

宮原正樹，2013年9月30日，「International Symposium for the 70th Anniversary of the Tohoku Branch of the Chemical 

Society of Japan」優秀ポスター賞(Outstanding poster paper Award) 
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１３−２ 修士（博士前期）課程修了者 

平成２５年度（平成２６年５月１日現在） 

 
就職先別統計 
博士後期課程進学（他大学院を含む） 21，農業・林業 5，漁業 1，鉱業・採石・砂利採取 1，建設業 7， 
製造業 25，電気・ガス・熱・水道 1，情報通信 7，運輸・郵便 1，卸売・小売 6，金融・保険 2，学術研究 8，
宿泊・飲食サービス 1，生活関連サービス 2，教育・学習支援 2，その他サービス 5，公務員 9，その他 3， 
計 107 
 
 
主な進路 
環境起学専攻 
北海道，ウェザーニューズ，株式会社ゴーガ，Amoi Longsist Corporation，株式会社 FRS コーポレーション，和光技研

株式会社，株式会社 JTB，新日鉄住金化学，あいおいニッセイ同和損保，株式会社ニコン，テス・エンジニアリング株式

会社，株式会社千代田ラフト，香老舗，松栄堂，Joint Secretariat of Central Kalimantan Province，ポッカ 
 
地球圏科学専攻 
東京都，日清食品，気象庁，株式会社ワークスアプリケーションズ，気象庁，富士通株式会社，野村総合研究所，函館市

役所，明治コンサルタント株式会社 
 
生物圏科学専攻 
ダイワハウス，わかもと製薬株式会社，ソウルドアウト株式会社，埋金木工所，エスエスユニオン株式会社，春日部東高

等学校，ドウコン株式会社，岩手県庁農林水産部，北海道庁，東光薬品工業株式会社，札幌市役所，武田薬品工業株式会

社，ヒゲタ醤油株式会社，株式会社アルレシア，イオンフードサプライ株式会社，ニッセイ情報テクノロジー，内藤環境

管理株式会社，パシフィックコンサルタンツ株式会社，ハミューレ株式会社，イオンモール，とわの森三愛高等学校，ア

ーステクニカ，日本電気航空宇宙システム株式会社，エムエス機器株式会社，モンベル，サイゼリア，長谷工コーポレー

ション株式会社，セガサミーホールディングス，社団法人新潟県農林公社，雪印メグミルク，大塚製薬株式会社，農林水

産省，昭和興産株式会社 
 
 
環境物質科学専攻 
株式会社ローソン，住友ゴム工業株式会社，大和薬品工業，株式会社ニッペコ，北海道大学創成研究機構共用機器管理センター，積水

化成品工業株式会社，宮崎中央農業共同組合，株式会社雪印種苗，昭和産業株式会社，リケンテクノス株式会社，株式会社リニカル，

株式会社リクルートスタッフィング，ホクレン農業組合連合会，信越化学工業株式会社，信越ポリマー株式会社，株式会社 VSN，LIXIL
株式会社，ニチレキ株式会社，日本郵便，曙ブレーキ工業株式会社，日本カーリット株式会社，株式会社栗田工業，日経アクト株式会

社，株式会社東芝，東邦亜鉛株式会社 
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１４ 規程 
北海道大学大学院環境科学院規程 

 
                                 平成１７年４月１日制定 
                                                              海 大 達 第 ４９ 号 
 
      第１章 総則 
  (趣旨) 
第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則(平成 16年海大達第 32号)第 27 条の３第４項の規 

定に基づき，環境科学院(以下「本学院」という。)の教育課程等に関し必要な事項を定めるものとする。 
   (目的) 
第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を行うと 
ともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

   第 1章の 2 専攻及び課程 
  (専攻) 
第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 
  環境起学専攻 
  地球圏科学専攻 
  生物圏科学専攻 
  環境物質科学専攻 
  (課程) 
第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 
    第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 
  (入学) 
第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則(昭和 29年海大達第３号。以下「通則」 

という。)第４条第４項に規定する修士課程(以下「修士課程」という。)にあっては，通則第 10条第１項， 
通則第４条第４項に規定する博士後期課程(以下「博士後期課程」という。)にあっては，通則第 10条第２ 
項に該当する者で，本学院の行う選考に合格した者とする。 

  (再入学，転学，所属変更及び転専攻) 
第４条 通則第 13条各号又は第 13条の２第１号に該当する者が本学院に再入学，転学又は所属の変更を願 
い出た場合及び通則第 13条の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上これを許可する 
ことがある。 

      第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 
   (授業科目及び単位) 
第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表のとおりとする。 
２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目を設 

けることができる。 
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る。 
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第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年(修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあって 

は，当該課程における２年の在学期間を含む。)以上在学し，修士課程において 30 単位以上，博士後期課程 
において 10 単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査 
及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大 
学院に３年(修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における２年の在学 
期間を含む。)以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件につ 
いては，前項中「５年(修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における 
２年の在学期間を含む。)」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期間」と，「３年(修士 
課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における２年の在学期間を含む。)」 
とあるのは「３年(修士課程における在学期間を含む。)」と読み替えて，前項の規定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則(昭和 22 年文部省令第 11号)第 156 条の規定により，大 
学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博士課程の後 
期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10 単位以上を修得し， 
かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし， 
在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年以上在学すれば足りるものとす 
る。 

４  本学院において教育上有益と認めるときは，理工系専門基礎科目のうち，別表に掲げる授業科目以外の理 
工系専門基礎科目を指定して履修させ，第１項の規定により修得すべき単位とすることができる。 

５ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定により修得 
すべき単位とすることができる。 

   (長期履修) 
第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間にわた 
り計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議を経て，その 
計画的な履修(以下「長期履修」という。)を認めることができる。 

２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を経て， 
学院長が別に定める。 

   (他大学の大学院等における履修等) 
第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授業科目 
を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の 
実施に伴う特別措置法（昭和 51 年法律第 72号）第１条第２項に規定する 1972 年 12 月 11 日の国際連合総 
会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）において学修すること 
を認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士課程 
及び博士後期課程を通して 10単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は第７条の 
規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは研究所 
等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めることができる。 
ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年を超えないものとす 
る。 

  (入学前の既修得単位の認定) 
第 10 条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学生が， 
本学院に入学する前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得した単位(科 
目等履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。)又は外国の大学の大学院若しくは国際 
連合大学において学修した成果を，本学院に入学した後の本学院における 授業科目の履修により修得し
たものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，本学大学院において修得した単位以外 
のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して１０単位を超えない範囲において，第６条第１項又 
は第７条の規定のより修得すべき単位の一部とすることができる。 

  (履修方法) 
第 11 条 授業科目の履修方法の細目については，教授会の議を経て，学院長が定める。 
  (試験) 
第 12 条 各授業科目の試験(以下「科目試験」という。)は，当該授業科目の授業が終了した学期末に行う。 

ただし，やむを得ない事由があるときは，教授会の議を経て，臨時に実施することができる。 
  (成績の評価) 
第 13 条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の 5種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 
  (学位論文の提出期日) 
第 14 条 修士課程及び博士課程の学位論文は，本学院の定める期日までに提出しなければならない。 
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第 4 章 課程修了の認定 
    (課程修了の認定) 
第 15 条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経て認 

定する。 
      第５章 特別聴講学生，特別研究学生，委託生及び外国人留学生 
  (特別聴講学生) 
第 16 条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国の大 

学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することができる。 
２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 
３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第 12条及び第 13 条の規定を準用する。 
  (特別研究学生) 
第 17 条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生がある 
ときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

  (委託生) 
第 18 条 通則第 43 条及び第 44 条の規定による委託生の入学については，教授会の議を経て，許可すること 
ができる。 

  (外国人留学生) 
第 19 条 通則第 47 条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，許可することができ 
る。 

   附 則 
１ この規程は，平成 17年４月１日から施行する。 
２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則(平成 17 年海大達第 45 号)附則第２項に規定する地球環境 

科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学専攻に在学 
する者(以下「地球環境科学研究科在学者」という。)に係る教育課程の実施及び課程修了の認定は，同附則 
第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究 科在学者に係る教育課程，課程 
修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定める。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程(平成５年海大達第 15号)は，廃止する。 
   附 則(平成 18 年４月１日海大達第 95 号) 
 この規程は，平成 18年４月１日から施行する。 
   附 則(平成 19 年４月１日海大達第 140 号) 
１ この規程は，平成 19年４月１日から施行する。 
２ 平成 19 年３月 31 日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年４月１ 

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第 13 条の規定にかかわらず，なお従前の 
例による。 

   附 則(平成 19年 12 月 26 日海大達第 285 号) 
 この規程は，平成 19年 12 月 26 日から施行する。 
   附 則(平成 20 年４月１日海大達第 83 号) 
１ この規程は，平成 20年４月１日から施行する。 
２ 平成 20 年３月 31 日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年 4月 1 

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の 別表の規定にかかわらず，なお従前の例 
による。 

   附 則(平成 22 年４月１日海大達第 95 号) 
 この規程は，平成 22年４月１日から施行する。 
   附 則(平成 23 年４月１日海大達第 121 号) 
 この規程は，平成 23年４月１日から施行する。 
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１５ 予算 

年度 （単位：千円） 
運営費交付金 

平成２５年度 ９，７１０ 
 
 
１６ 安全管理 
実施項目 防災訓練 
実施日 ５月８日 
実施内容：化学薬品吸着の取り扱い，排風機の取り扱い，AED の使用方法， 
防火・防災に関するスライド上映，防火シャッター・防火戸設備の操作，屋内消火栓の操作 
実施項目 安全教育 
実施時期 ４月〜５月 
実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き CD 版」，「化学薬品の取扱いについて」，

「安全マニュアル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室単位で実施 
実施項目 職場巡視 
実施時期 １０月〜１１月 
実施内容：教職員の安全管理に関する意識の高揚を図り，労働災害等の発生を防止するた

め，全ての実験室・居室等を対象に実施 
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１７ 協定 
 
国際交流：部局間交流協定 

 国名 機関名 締結日 備考 

1 アメリカ合衆国 
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois 
at Chicago 

平成5年7月14日  

2 インドネシア共和国 
パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日 
（更新：平成15年11月21日） 

※ 

3 連合王国（UK） 
ノッチンガム大学 
University of Nottingham 

平成8年2月9日 
（廃止：平成14年2月6日） 

 

4 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学科学技術研究科 
Tribhuvan University 

平成9年10月17日 
（更新：平成17年1月20日） 

※ 

5 中華人民共和国 
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, 
Lanzhou University 

平成9年11月17日 ※ 

6 マレーシア 
マレーシアサバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti 
Malaysia Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日） 

 

7 中華民国（台湾） 
国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成22年9月2日 ※ 

8 ドイツ連邦民主共和国 
GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research 
Kiel 

平成24年5月31日  

9 中華民国（台湾） 
国立東華大学 
College of Environmental Studies, National Dong 

Hwa University 

平成24年6月25日  

10 アメリカ合衆国 
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, 
University of Utah 

平成25年1月22日  

11 マレーシア 
マレーシアサバ大学 熱帯生物保全研究所 

Institute for Tropical Biology and Conservation, 
Universiti Malaysia Sabah 

平成26年2月5日  

※ 後日大学間交流締結 
 

国際交流：大学間交流協定 

 国名 機関名 締結日 備考 

1 大韓民国 
ソウル大学校 
Seoul National University 

平成9年10月1日 
(更新：平成14年10月1日， 
平成19年10月1日) 

 

2 大韓民国 
釜慶大学校 
Pukyong National University 

平成12年10月25日 
(更新：平成17年10月25
日，平成22年10月25日） 

 

3 中華人民共和国 
南開大学 

Nankai University 

平成18年5月11日 
(更新：平成23年5月11日） 

 

4 インドネシア共和国 
パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日 
(更新：平成23年8月26日） 

※ 

5 スイス連邦 
スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日 
(更新：平成23年6月13日） 

※ 

6 ロシア連邦 
極東連邦総合大学  
Far Eastern Federal University 

平成19年11月12日  

7 オーストラリア連邦 
タスマニア大学 
University of Tasmania 

平成21年1月9日  

8 インドネシア共和国 
ボゴール農業大学 
Bogor Agricultural University 

平成21年7月29日  

9 中華人民共和国 
蘭州大学 
Lanzhou University 

平成22年4月9日  

10 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学 
Tribhuvan University 

平成22年10月24日 ※ 

11 中華人民共和国 
東南大学 
Southeast University 

平成22年10月29日 ※ 

12 中華人民共和国 
廈門大学 
Xiamen University 

平成22年11月25日  

13 中華人民共和国 
西北農林科技大学 
Northwest A&F University 

平成23年10月13日  
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 国名 機関名 締結日 備考 

14 大韓民国 成均館大学校 
Sungkyunkwan University 平成 年 月 日  

15 中華民国（台湾） 国立成功大学 
National Cheng Kung University 平成25年1月23日  

16 インドネシア共和国 バンドン工科大学 
Institut Teknologi Bandung  平成 年３月 日  

※：責任部局として参画 

 
 
 




